
明
治
初
期
の
北
海
道
の
医
療
は
開
拓
使
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
開
拓
使
の
医
療
政
策
を
中
心
に
お
話
い
た
し
ま
す
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
八
日
官
制
改
革
が
あ
り
、
太
政
官
直
属
の
機
関
と
し
て
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
開
拓
使
は
、
北
海
道

の
開
拓
に
従
事
す
る
官
員
及
び
移
民
の
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
大
学
束
校
と
協
議
し
て
医
官
を
五
等
に
分
け
、
馬
島
春
庭
等
数
名
を
開
拓

使
の
医
官
に
任
命
し
ま
し
た
。
八
月
二
十
五
日
東
久
世
通
禧
が
開
拓
長
官
に
任
命
さ
れ
、
九
月
三
十
日
、
旧
箱
館
裁
判
所
を
開
拓
使
出
張
所

と
し
て
開
庁
し
、
函
館
民
政
方
病
院
を
函
館
病
院
と
改
称
し
ま
し
た
。
初
代
院
長
に
は
馬
島
春
庭
が
就
任
し
ま
す
。
判
官
そ
の
他
の
官
員
が

札
幌
・
根
室
・
宗
谷
等
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
官
員
の
移
動
が
頻
繁
で
あ
る
こ
と
と
正
確
な
官
員
名
簿
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
氏
名

の
確
定
は
難
し
い
の
で
す
が
、
主
要
な
医
師
の
氏
名
を
挙
げ
て
み
ま
す
。
島
判
官
は
札
幌
の
本
府
建
設
を
め
ざ
し
て
銭
函
に
仮
役
所
を
開
き

ま
す
。
医
師
は
平
帰
一
・
斎
藤
龍
安
で
す
。
松
本
判
官
は
医
師
林
洞
斎
・
戸
上
玄
朴
と
と
も
に
根
室
へ
、
そ
し
て
宗
谷
は
竹
田
判
官
、
医
師

札
幌
か
ら
話
を
始
め
ま
す
と
、
本
府
建
設
の
た
め
多
数
の
労
働
者
が
集
め
ら
れ
、
雪
の
降
る
中
で
木
材
の
切
り
出
し
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
、
元
村
に
は
仮
病
院
が
建
て
ら
れ
、
斎
藤
龍
安
・
小
澤
謙
益
等
が
傷
病
者
の
治
療
に
当
り
ま
し
た
。
「
開
拓
使
事
業
報
告
」
に
は
患
者

四
十
六
人
、
死
亡
一
人
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
全
道
の
患
者
記
録
が
載
る
の
は
明
治
五
年
以
降
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
根
室
・
宗
谷

ま
す
ｃ
医
師
は
毒

は
星
秀
元
で
す
。

会
長
講
演開

拓
使
時
代
の
医
療

吉
田
信
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六
月
、
札
幌
病
院
は
四
十
坪
の
病
室
を
新
築
し
て
い
ま
す
。
入
院
治
療
の
必
要
性
を
訴
え
た
斎
藤
龍
安
・
長
谷
川
欽
哉
・
米
内
鳳
裕
等
の

嘆
願
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
頃
、
高
山
周
徳
が
札
幌
に
赴
任
し
ま
し
た
。
長
い
間
、
彼
が
島
判
官
に
随
行
し
て
元
村
の
仮
病
院
で
治

療
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
赴
任
時
期
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
函
館
で
は
函
館
病
院
が
統
括
病
院
に
相
応
し
く
新
築
さ
れ
七
月
に
愛
宕
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
二
階
建
で
病
室
の
ほ
か
に
医
師
の

詰
所
も
あ
る
立
派
な
も
の
で
す
。
同
じ
頃
、
大
学
東
校
が
文
部
省
の
管
轄
に
移
っ
た
た
め
、
開
拓
使
の
医
官
も
文
部
省
の
管
轄
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
十
一
月
に
は
再
び
開
拓
使
に
譲
り
渡
さ
れ
、
大
学
東
校
の
管
轄
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
明
治
初
期
の
官
制
は
朝

令
暮
改
の
誹
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

開
拓
使
庁
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
月
に
医
員
俸
給
額
が
減
額
さ
れ
、
等
級
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
閨
十
月
、
開
拓
使
東
京
本
庁
が
廃
止
さ
れ
函
館
出
張
所
が
本

庁
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
函
館
病
院
が
大
学
東
校
の
管
轄
と
な
り
、
大
学
東
校
は
全
病
院
（
函
館
・
札
幌
・
小
樽
・
石
狩
・
宗
谷
・
根
室
・
別

海
）
を
統
括
し
、
医
官
の
人
事
も
掌
握
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
、
札
幌
で
は
元
村
の
仮
病
院
を
廃
止
し
て
、
東
創
成
町
の
官
舎
を
改
造
し
て
仮
病
院
に
し
ま
し
た
。
斎
藤
龍
安
と
米
内
鳳
裕
が
治

療
に
あ
た
り
、
小
澤
謙
益
は
転
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
、
札
幌
に
開
拓
使
庁
を
お
き
、
長
官
が
札
幌
に
移
り
ま
し
た
。
函
館
・
根
室
の
各
開
拓
使
出
張
所
は
「
出
張

に
行
っ
た
移
民
の
中
で
越
年
中
に
死
亡
し
た
者
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
戊
辰
戦
争
後
の
混
乱
の
中
で
無
産
者
と
な
り
流
浪
し
て
い
る

者
の
中
に
は
折
り
か
ら
の
凶
作
の
た
め
餓
死
し
た
者
も
い
た
よ
う
で
す
。
開
拓
使
は
彼
等
に
帰
農
を
勧
め
、
土
地
の
割
渡
し
、
開
墾
手
当
を

給
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
規
則
を
定
め
、
貧
民
は
官
費
治
療
と
し
て
い
ま
す
。

明
治
三
年
二
八
七
○
）
四
月
、
小
樽
と
石
狩
の
病
院
が
兵
部
省
か
ら
開
拓
使
へ
移
管
さ
れ
、
銭
函
に
い
た
平
帰
一
と
長
谷
川
欽
哉
が
小
樽

明
治
三
年
二

に
移
り
ま
し
た
。
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こ
の
年
、
札
幌
管
下
で
は
静
内
と
寿
都
に
仮
病
院
が
お
か
れ
ま
し
た
。
静
内
は
翌
年
函
館
支
庁
の
管
轄
に
戻
り
ま
す
。

明
治
五
年
（
一
八
七
三
開
拓
使
は
北
海
道
に
病
院
、
医
学
校
の
設
立
と
外
国
人
医
師
の
雇
用
に
つ
い
て
太
政
官
に
伺
い
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
ケ
プ
ロ
ン
と
協
議
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
彼
に
随
行
し
て
来
日
し
て
い
た
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
が
ケ
プ
ロ
ン
の
命
を
受
け
外
科
医
長
と
し

て
函
館
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
病
院
、
医
学
校
の
建
設
を
計
画
す
る
た
め
、
札
幌
病
院
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
函
館
病
院
の
馬

島
春
庭
が
同
行
し
、
高
山
周
徳
、
南
部
精
一
等
が
立
会
っ
た
よ
う
で
す
。
高
山
周
徳
の
設
計
図
は
東
京
か
ら
違
っ
た
も
の
が
送
ら
れ
て
き
た

た
め
役
に
た
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
南
部
精
一
の
梅
毒
院
の
設
計
図
は
、
多
少
の
修
正
だ
け
で
採
用
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ

は
岩
村
判
官
と
協
議
し
て
建
設
場
所
を
決
め
、
百
人
収
容
可
能
な
病
院
と
梅
毒
院
、
医
学
校
等
の
図
面
を
作
り
報
告
し
ま
し
た
。
な
お
、
帰

路
、
多
喜
乃
友
三
の
い
る
小
樽
病
院
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
は
函
館
に
帰
り
函
館
病
院
に
医
学
校
を
開
設
し
て
医
学
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
彼
は
、
午
前
中
は
医
学
生
に
自
分
の
診

療
を
見
学
さ
せ
、
日
曜
を
除
く
毎
日
午
後
二
時
間
、
月
曜
治
療
学
、
火
曜
生
理
学
、
水
曜
外
科
学
、
木
曜
解
剖
学
、
金
曜
薬
剤
学
、
土
曜
産

科
学
及
び
婦
病
論
の
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
朝
一
時
間
、
究
理
や
文
典
を
学
習
さ
せ
、
月
曜
と
水
曜
の
夜
に
は
原
書
輪
読
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
全
て
を
一
人
で
や
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
そ
の
情
熱
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
彼
の
講
義
は
本
多
公
敏

の
和
訳
「
近
世
医
説
」
三
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
露
語
教
師
サ
ル
ト
フ
の
遺
体
解
剖
や
ド
イ
ツ
領
事
ハ
ー
バ
ー
の
遺
体
検
案

も
行
い
ま
し
た
。
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
活
動
は
医
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
小
樽
病
院
の
多
喜
乃
は
、
函
館
病
院
に
帰
り

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
道
が
開
拓
使
の
管
轄
と
な
り
「
開
拓
十
年
計
画
」
が
始
ま
り
、
外
国
人
の
指
導
に
よ
る
開
拓
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

移
民
の
扱
い
も
変
わ
っ
て
「
募
移
農
工
商
等
特
典
に
な
れ
惰
漫
弊
あ
り
」
と
の
理
由
で
扶
助
が
打
切
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
は
各
地

に
官
立
病
院
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
旧
藩
か
ら
引
継
い
だ
病
院
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
基
幹
病
院
と
地
方
病
院
の
枠
組
み
が
出
来
て

き
ま
す
。
二
月
に
は
函
館
支
庁
管
下
に
久
遠
・
瀬
棚
・
歌
棄
、
札
幌
本
庁
管
下
に
沙
流
・
浦
河
・
幌
泉
・
広
尾
、
四
月
に
は
増
毛
・
留
萌
。

も
行
い
ま
し
た
。
エ
ル
（

た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

146（8）



明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
札
幌
本
庁
は
各
郡
病
院
規
則
を
定
め
、
移
農
民
の
官
費
治
療
を
廃
止
し
、
官
費
生
徒
、
困
窮
者
、
ア
イ
ヌ
の

み
を
官
費
治
療
と
し
ま
し
た
。
函
館
支
庁
で
は
十
月
医
員
の
出
張
旅
費
制
限
が
定
め
ら
れ
、
官
費
治
療
は
貧
民
、
事
故
等
に
限
ら
れ
ま
し
た
。

根
室
支
庁
で
も
根
室
病
院
が
管
下
の
郡
病
院
に
薬
品
を
分
配
す
る
こ
と
と
な
り
、
官
費
治
療
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
に
も
相
応
の
使
役
を
薬
価
に

代
え
て
課
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
員
の
旅
費
制
限
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
函
館
支
庁
管
下
で
は
病
院
の
新
設
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

札
幌
本
庁
管
下
で
は
病
院
の
併
合
が
始
ま
り
ま
す
。
新
設
さ
れ
た
の
は
室
藺
（
札
幌
本
庁
管
下
）
・
江
差
・
山
越
・
長
万
部
・
森
・
島
牧
（
以
上

函
館
支
庁
管
下
）
で
、
併
合
さ
れ
た
の
は
札
幌
本
庁
管
下
の
岩
内
炭
山
・
忍
路
・
白
老
な
ど
で
す
。

明
治
七
年
二
八
七
四
）
に
は
浦
河
支
庁
が
廃
止
さ
れ
、
翌
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
留
萌
支
庁
も
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
札
幌
支
庁

の
管
轄
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
日
い
う
行
政
改
革
で
す
が
、
「
開
拓
十
年
計
画
」
の
蹟
き
に
起
因
し
て
お
り
、
開
拓
使
に
よ
る
医
療
施
策

の
鬚
り
を
暗
示
す
る
も
の
で
す
。
薬
価
改
定
が
相
次
ぎ
、
遂
に
明
治
九
年
二
八
七
六
）
九
月
札
幌
本
庁
は
全
て
の
官
費
治
療
を
廃
止
し
ま
し

た
。
函
館
支
庁
で
は
薬
価
半
額
券
と
施
療
券
を
発
行
し
て
貧
窮
患
者
の
治
療
に
あ
た
り
、
根
室
支
庁
で
も
同
じ
様
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

開
拓
使
は
地
方
分
署
を
整
理
し
病
院
も
縮
小
す
る
方
針
を
鮮
明
に
し
ま
す
。
二
十
一
あ
っ
た
官
立
地
方
病
院
の
う
ち
八
病
院
が
廃
止
さ
れ
、

開
拓
使
の
医
療
施
策
は
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
廃
止
さ
れ
た
官
立
病
院
の
後
に
公
立
病
院
が
設
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治
十

苫
前
、
六
月
に
は
岩
内
炭
山
そ
し
て
九
月
に
は
岩
内
・
古
宇
・
余
市
・
古
平
・
積
丹
・
忍
路
・
浜
益
・
厚
田
・
勇
払
・
白
老
、
根
室
支
庁
管

下
に
釧
路
・
厚
岸
・
国
後
・
浜
中
・
網
走
・
振
別
・
紗
那
・
紋
別
等
が
設
立
し
ま
し
た
。
札
幌
本
庁
管
下
の
病
院
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

そ
し
て
、
八
月
に
は
渋
谷
良
次
を
は
じ
め
十
数
名
の
医
師
が
札
幌
に
赴
任
し
ま
し
た
。
札
幌
病
院
の
患
者
は
一
挙
に
二
千
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
治
療
は
商
工
人
が
自
費
と
な
り
移
農
及
び
貧
民
と
ア
イ
ヌ
の
み
が
官
費
に
変
り
ま
し
た
。
九
月
に
は
開
拓
使
の
機
構
が
改
め
ら

れ
、
開
拓
使
庁
を
札
幌
本
庁
と
し
、
函
館
・
根
室
・
宗
谷
・
浦
河
・
樺
太
は
そ
れ
ぞ
れ
支
庁
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
札
幌
で
は
明
治
五
年
十
月
札
幌
医
学
校
（
仮
医
学
所
）
が
発
足
し
、
翌
六
年
二
八
七
三
）
一
月
開
校
式
が
行
わ
れ
、
札
幌
病
院
院

長
の
渋
谷
良
次
が
院
長
に
な
り
ま
し
た
。
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次
に
伝
染
病
対
策
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。
天
然
痘
は
旧
幕
時
代
に
も
大
流
行
し
て
お
り
、
安
政
四
・
五
年
（
一
八
五
七
’
五

八
）
、
本
邦
初
の
強
制
種
痘
が
蝦
夷
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
拓
使
は
早
く
か
ら
各
病
院
で
種
痘
を
し
て
い
ま
す
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
函

館
支
庁
は
小
児
の
い
る
者
は
必
ず
函
館
病
院
で
種
痘
を
受
け
る
よ
う
に
布
令
し
て
い
ま
す
。
函
館
病
院
で
は
毎
月
種
痘
日
を
決
め
て
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
三
に
は
札
幌
本
庁
で
も
種
痘
を
受
け
る
よ
う
に
説
諭
し
て
い
ま
す
。
根
室
支
庁
で
は
種
痘
医
が
赴
任
し

て
種
痘
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
札
幌
本
庁
、
函
館
・
根
室
支
庁
で
天
然
痘
予
防
規
則
を
定
め
、
よ
う
や
く
種
痘

の
徹
底
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
再
三
種
痘
を
受
け
る
者
も
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

梅
毒
の
検
査
は
安
政
年
間
に
函
館
で
始
め
て
い
ま
す
が
、
娼
妓
経
営
が
官
許
と
な
っ
て
梅
毒
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
先
に
述
べ

た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
病
院
・
医
学
校
設
立
と
良
医
三
名
を
外
国
か
ら
雇
用
し
た
い
と
い
う
伺
と
官
許
妓
楼
設
置
の
届
出
が
一
通
の
書

簡
に
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
部
精
一
の
提
出
し
た
梅
毒
院
建
設
の
計
画
書
は
詳
細
を
極
め
て
い
ま
す
。
札
幌
で
検
査
を
受
け
た
娼

原
点
で
も
あ
り
ま
す
。

年
（
一
八
七
七
）
五
月
、
古
平
・
美
国
・
積
丹
の
三
郡
が
協
議
し
拠
金
に
よ
り
古
平
公
立
病
院
が
設
立
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
明
治
十
四
年
二

八
八
一
）
ま
で
に
札
幌
本
庁
管
下
で
八
病
院
、
函
館
支
庁
管
下
で
十
五
病
院
と
一
出
張
所
、
根
室
支
庁
管
下
で
二
病
院
、
合
計
二
十
五
病
院
と

一
出
張
所
が
公
立
病
院
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
す
。
函
館
支
庁
管
下
で
公
立
病
院
が
多
い
こ
と
は
、
こ
の
地
方
の
経
済
力
の
強
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。
公
立
病
院
の
運
営
は
拠
金
、
協
議
費
等
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
が
、
釧
路
の
よ
う
に
出
港
税
で
補
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
治
療
費
は
官
立
病
院
に
準
じ
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
七
月
忍
路
病
院
が
私
立
病
院
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
は
悲
惨
な
事
件
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
官
立
忍
路
病
院
が
小
樽
病
院
に
併
合
さ
れ
、
こ
の
地
域
は
無
医
村
に

な
り
ま
し
た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
七
月
、
忍
路
港
に
入
港
し
た
商
船
か
ら
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
、
治
療
の
行
き
届
か
な
い
ま
ま
犠
牲
者

が
続
出
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
劇
か
ら
忍
路
外
二
村
の
有
志
が
二
千
円
を
拠
出
し
て
私
的
病
院
を
設
立
し
た
の
で
す
。

官
立
病
院
の
消
長
と
公
立
病
院
、
私
的
病
院
の
設
立
は
開
拓
使
の
医
療
施
策
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
現
代
医
療
を
問
い
直
す
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妓
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
で
一
万
一
千
一
四
二
人
で
し
た
。

コ
レ
ラ
は
西
南
戦
争
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
帰
還
し
た
屯
田
兵
二
人
が
発
病
し
、
函
館
港
内
で
治
療
し
て
い
る
う
ち
に
十
人
の
乗
船
員

に
感
染
し
た
た
め
、
七
重
浜
避
病
院
に
隔
離
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
樽
港
に
着
く
ま
で
に
五
人
が
感
染
し
た
た
め
、
祝
津
村
の
農
家
を
仮

避
病
院
に
し
て
隔
離
し
ま
し
た
。
港
に
は
番
船
が
出
て
警
戒
し
ま
し
た
。
十
月
に
は
手
稲
村
牧
場
の
官
舎
を
仮
病
院
と
し
、
こ
こ
に
移
し
て

治
療
し
ま
し
た
。
患
者
総
数
一
二
七
人
、
死
亡
九
十
三
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ラ
は
死
亡
率
が
極
め
て
高
い
こ
と
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
港
船
の
検
査
順
序
が
作
ら
れ
、
検
疫
所
・
消
毒
所
が
設
け
ら
れ
、
検
査
消
毒
済
み
の
船
は
白
旗
を
、
消
毒

の
済
ん
で
い
な
い
船
は
赤
旗
を
、
患
者
の
い
る
船
は
「
コ
レ
ラ
」
と
黒
害
き
し
た
黄
旗
を
掲
げ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察

署
内
に
予
防
取
締
の
臨
時
事
務
所
を
設
け
、
患
者
の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
一
般
に
も
警
告
が
出
さ
れ
、
食
べ
物
、
特
に
果
実
、
生
物
、

肉
、
菓
子
類
等
が
禁
じ
ら
れ
、
身
体
を
清
潔
に
し
、
塵
芥
捨
場
、
便
所
の
設
置
や
清
掃
に
心
掛
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
死
体
の
消
毒
．

埋
葬
に
も
厳
重
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め
集
会
や
興
行
も
中
止
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

開
拓
使
の
時
代
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
、
十
二
年
（
一
八
七
九
）
と
十
五
年
（
一
八
八
三
の
三
回
で
し
た
が
、
腸

チ
フ
ス
、
発
疹
チ
フ
ス
、
ジ
フ
テ
リ
ア
な
ど
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
以
降
毎
年
患
者
が
出
て
お
り
、
腸
チ
フ
ス
と
ジ
フ
テ
リ
ア
は
増
加

チ
フ
ス
、
発
疹
チ
フ
ス
、

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
開
拓
は
厳
し
い
自
然
と
病
気
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

（
北
海
道
医
師
会
会
長
・
北
海
道
医
史
学
研
究
会
会
長
）
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